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32012年３月期 第１四半期決算概要 業績サマリー①

売上高につきましては、主力事業でありますシステム事業ならびに測量計測事業が堅調に推移したことなどに
より、前年同期を上回る実績となりました。

利益面につきましては、主力事業を中心に人員増加策などを実施したことにより販売費及び一般管理費が前
年同期に比べ増加いたしましたが、売上高の伸長とレンタル原価の削減に努めたことから売上総利益が増加した

売上高 売上総利益 営業利益

ことにより、営業利益、経常利益、四半期純利益ともに前年同期を上回る実績となりました。

売上高 売上総利益 営業利益

百万円 百万円 百万円
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売上高につきましては、主力事業でありますシステム事業ならびに測量計測事業が堅調に推移したことなどに
より 前年同期を上回る実績となりましたより、前年同期を上回る実績となりました。

利益面につきましては、主力事業を中心に人員増加策などを実施したことにより販売費及び一般管理費が前
年同期に比べ増加いたしましたが、売上高の伸長とレンタル原価の削減に努めたことから売上総利益が増加した
ことにより 営業利益 経常利益 四半期純利益ともに前年同期を上回る実績となりました

2011年３月期

第１四半期

2012年３月期

第１四半期 前年同期比

ことにより、営業利益、経常利益、四半期純利益ともに前年同期を上回る実績となりました。

（実績） （実績）

（百万円） 対売上（％） （百万円） 対売上（％）
増減額

（百万円）
増減率（％）

売上高 809 881

売上総利益 321 39.7 360 40.9

72 9.0

39 12.3

営業利益 58 7.2 79 9.0

経常利益 58 7.3 77 8.8

21 36.7

18 31.8

四半期純利益 35 4.4 44 5.0

１株当たり

四半期純利益(円)
1,314.31 1,634.96

8 24.4

320.65 24.4

期末従業員数(名) 123 126 3 2.4
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売上高 売上総利益 営業利益売上高 売上総利益 営業利益
百万円 百万円 百万円

10/3期 11/3期 12/3期

第１

四半期

第２

四半期

第３

四半期

第４

四半期

第１

四半期

第２

四半期

第３

四半期

第４

四半期

第１

四半期（単位：百万円）

売上高 788 813 960 894 809 904 968 888 881

売上総利益 308 349 408 353 321 361 391 363 360

営業利益 56 97 139 98 58 93 114 91 79営業利益 56 97 139 98 58 93 114 91 79

売上総利益率 39.1% 43.0% 42.6% 39.5% 39.7% 40.0% 40.5% 40.9% 40.9%

営業利益率 7.1% 12.0% 14.5% 11..0% 7.2% 10.3% 11.8% 10.3% 9.0%
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流動資産の減少の主な要因
現金及び預金の減少152百万円、受取手形及び売掛金の減少82百万円などによるものであります。現金及び預金の減少152百万円、受取手形及び売掛金の減少82百万円などによるものであります。

流動負債の減少の主な要因
支払手形及び買掛金の減少102百万円などによるものであります。

株主資本の減少の主な要因

2011年3月末 2011年6月末 増減額 増減率％資産の部

（単位：百万円）

株主資本の減少の主な要因

四半期純利益44百万円を計上した一方で、剰余金の配当176百万円を行ったことによるものであります。

年 月末 年 月末 増減額 増減率

流動資産 1,844 1,586 △257 △14.0

固定資産 1,813 1,788 △25 △1.4

資産の部

2011年3月末 2011年6月末 増減額 増減率％

流動負債 1 000 878 △121 △12 2

資産合計 3,658 3,374 △283 △7.7

負債・純資産の部

流動負債 1,000 878 △121 △12.2

固定負債 615 582 △32 △5.3

負債合計 1,615 1,461 △154 △9.6

株主資本 2,040 1,908 △132 △6.5

評価・換算差額等 2 5 3 171.4

純資産合計 2,042 1,913 △128 △6.3

負債・純資産合計 3,658 3,374 △283 △7.7

自己資本比率（％） 55.8 56.7 ― 0.9
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システム事業

システム機器及びアプリケーション等のレンタル・販売に関して 2010年10月に開設した大阪支店における受注が順調に確システム機器及びアプリケ ション等のレンタル 販売に関して、2010年10月に開設した大阪支店における受注が順調に確
保できたことに加え、既存の営業拠点においても、新規顧客の開拓に注力し積極的な営業活動を展開した結果、受注が堅調
に推移し増収となりました。

測量計測事業
測量機器及び計測システム等のレンタル 販売に関して 各営業拠点における販売促進活動の強化並びに中期経営計画測量機器及び計測システム等のレンタル・販売に関して、各営業拠点における販売促進活動の強化並びに中期経営計画

の方針に基づき「建設ＩＣＴ」分野における新たな取組みに注力した結果、受注が順調に確保することができ増収となりました。

ハウス備品事業

建設現場事務所用ユニットハウス及び什器備品等のレンタル・販売に関して、一部の営業拠点におけるレンタル受注量が
増加いたしましたが、シェア確保のための厳しい受注競争による単価の下落が影響し減収となりました。

環境安全事業
道路標示・標識及び環境・景観分野の工事、並びに安全用品のレンタル・販売に関して、工事分野の受注が順調に確保で

きことにより増収となりました。

システム 測量計測 環境安全ハウス備品

きことにより増収となりました。

百万円 百万円 百万円 百万円
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システム事業

システム機器及びアプリケーション等のレンタル・販売に関して 2010年10月に開設した大阪支店における受注が順調に確システム機器及びアプリケ ション等のレンタル 販売に関して、2010年10月に開設した大阪支店における受注が順調に確
保できたことに加え、既存の営業拠点においても、新規顧客の開拓に注力し積極的な営業活動を展開した結果、受注が堅調
に推移し増収となりました。

測量計測事業
測量機器及び計測システム等のレンタル 販売に関して 各営業拠点における販売促進活動の強化並びに中期経営計画測量機器及び計測システム等のレンタル・販売に関して、各営業拠点における販売促進活動の強化並びに中期経営計画

の方針に基づき「建設ＩＣＴ」分野における新たな取組みに注力した結果、受注が順調に確保することができ増収となりました。

ハウス備品事業

建設現場事務所用ユニットハウス及び什器備品等のレンタル・販売に関して、一部の営業拠点におけるレンタル受注量が
増加いたしましたが、シェア確保のための厳しい受注競争による単価の下落が影響し減収となりました。

環境安全事業
道路標示・標識及び環境・景観分野の工事、並びに安全用品のレンタル・販売に関して、工事分野の受注が順調に確保で

きことにより増収となりました。

2011年３月期

第１四半期

（実績）

2012年３月期

第１四半期

（実績）

前年同期比

きことにより増収となりました。

（実績） （実績）

（百万円）
構成比

（％）
（百万円） 構成比（％）

売上高合計 809 881

増減額

（百万円）

増減率

（％）

72 9.0売上高合計 809 881

システム 303 37.6 338 38.4

測量計測 177 21.9 197 22.4

72 9.0

34 11.5

20 11.7

ハウス備品 191 23.6 189 21.5

環境安全 137 16.9 155 17.7

△1 △0.9

18 13.7
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システム 測量計測 環境安全ハウス備品

百万円百万円 百万円 百万円

（単位：百万円）

10/3期 11/3期 12/3期

第１

四半期

第２

四半期

第３

四半期

第４

四半期

第１

四半期

第２

四半期

第３

四半期

第４

四半期

第１

四半期

売上高合計 788 813 960 894 809 904 968 888 881

システム 275 315 348 320 303 338 369 345 338

測量計測 163 178 204 209 177 190 202 203 197

ハウス備品 189 197 245 223 191 196 226 198 189

環境安全 160 122 161 142 137 179 170 140 155



11

次－ 目 次 －

2012年３月期 第１四半期決算概要
－決算損益概要
－四半期毎の業績推移
－貸借対照表概要

･･････････ 03
･･････････ 05
･･････････ 06貸借対照表概要

2012年３月期 第１四半期セグメント概要
－売上概要

06

･･････････ 08売上概要
－四半期毎の売上推移

2012年３月期 業績・配当予想及び進捗状況

08 
･･････････ 10

･･････････ 122012年３月期 業績・配当予想及び進捗状況 12

※各業績数値及び増減額については、百万円未満を切り捨てて表示しております。
※増減率については、小数点第二位を四捨五入して表示しております。
※2010年3月期のセグメント数値は参考であり、監査法人の監査を受けておりません。



2012年３月期 第１四半期決算概要 業績・配当予想 12

業績予想

2012年３月期
第２四半期累計 （予想）

2012年３月期
通期 （予想）

業績予想
2011年5月11日発表

（単位：百万円）

売上高 1,750 3,700

営業利益 160 380

経常利益 155 370

四半期（当期）純利益 88 211

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 3,248.40 7,781.45

※第２四半期累計期間・通期ともに変更なし

１株当たり配当予想
2011年5月11日発表

第２四半期末（中間） 期末 年間

1,300円 1,700円 3,000円

※第２四半期末（中間）・期末ともに変更なし
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（単位：百万円）

2012年３月期

第１四半期

（実績）

2012年３月期

第２四半期累計

（予想）

進捗率

（％）

2012年３月期

通期

（予想）

進捗率

（％）

（単位：百万円）

（実績） （予想）

売上高 881 1,750 50.4

売上総利益 360 ― ―

（予想）

3,700 23.8

― ―

営業利益 79 160 49.9

経常利益 77 155 50.0

380 21.0

370 20.9

四半期（当期）純利益 44 88 50.5

１株当たり四半期

（当期）純利益 (円)
1,634.96 3,248.40 50.3

211 21.1

7,781.45 21.0
（当期）純利益 (円)

売上高 881

シ テム 338

3,700 23.8

1 460 23 2システム 338

測量計測 197

ハウス備品 189

1,460 23.2

840 23.5

820 23.1ウ 備品 189

環境安全 155

820 23.1

580 26.9
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参考資料
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経営理念

参考資料 経営理念・経営基本方針

経営理念

「お客様のニーズを身近なサービスで提供する。」

経営基本方針

・お客様に対しては､全てのサービスを『より確かに、より早く、より安
く』提供することを常に追求する。 (経営理念の追求)

・社員に対しては､創造力とチャレンジ精神を第一に､『能力＝成果、評価

＝報酬』を基本に公平な処遇に努める。 (組織・人事制度)報酬』を基本に公平な処遇に努める。 (組織 人事制度)

・株主様に対しては､企業価値の創造を常に念頭に置き『業績に連動した配
当』を実施する (積極的な事業展開･配当政策)当』を実施する。 (積極的な事業展開･配当政策)

・地域社会に対しては､『企業は公器である』を基本に､企業活動と納税と
雇用創出を持 貢献する (企業活動 納税 雇用創出による社会貢献)雇用創出を持って貢献する。 (企業活動･納税・雇用創出による社会貢献)
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この資料に記載されている当社の現在の計画、戦略、見通しなどのうち、歴史的事実でないもの

は、将来の業績に関する見通しであり、これらは現在入手可能な情報から得られた判断に基づい

ております 経済 競合状況にかかわるリスクや不確定要因により 実際の業績はこれらと異なております。経済、競合状況にかかわるリスクや不確定要因により、実際の業績はこれらと異な

る結果となる場合があります。

投資家情報のほか 会社概要 製品情報やニュースなど シーティ投資家情報のほか、会社概要、製品情報やニュ スなど、シ ティ

ーエスに関する様々な情報がご覧いただけます。

http://www.cts-h.co.jp/p // jp/


